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令和７（２０２５）年１０月の調査結果



「現地調査業務（千葉県以外の業務）の進行においては、クマの出没状況の変化が影響を及ぼしてい

る。今月は年度決算月でもあるので、次年度期の経費コスト面で政局の動向にも引き続き関心を持っ

て取り組みたい。来年度からの融資申請にも取り組む予定である」（地質調査）「大口取引先が単価を

上げてくれた上、一般顧客のお正月前の畳工事受注の増加により、景況が改善」（畳工事請負・畳製造

販売） 

「ある程度の規模の発注側企業については、全体的なコスト増について理解、対応が出来てきたと思

うが、小規模な発注側企業については、まだまだ対応が出来ていない。労務費の増加に対する対応は、

規模に係わらず、社内の合理化や生産性向上で対応するのが当然という考えから脱却出来ておらず、

恒常的な人材不足やインフレに対する認識が不足していると思う」（自動車・同附属品製造）「売上は

微増ながら原材料等の高止まりで収益率はダウンで厳しい状況。既存の建屋解体や設備投資は必須で

先に向けて投資を実施」（その他の鉄鋼業）「世界中がトランプに振り回されている感じで、輸出企業

等の不振と先行き不透明感が各社でている」（一般産業用機械・装置製造） 
 
「製造業からの値上要請は止まるところを知らない。お客さまは節約志向で衣料と住居余暇は買上点

数が極端に落ちている。反対に、食品と消耗品が一点単価上昇により好調であるが、衣料と住居余暇

で相殺されている。経費面では、省エネ投資の効果で水光熱費の上昇はコントロールできているが、

人件費の高騰は経費を圧迫し続けている」（大型小売）「10月からの原材料の値上げが凄まじく、経営

を圧迫している」（洋菓子店） 

 

１０月の全産業合計の業況ＤＩ値（前年同月比ベー

ス、以下同じ）は、▲１７．３（前月水準▲１４．４）

となりマイナス幅が２．９ポイント拡大した。 

各業界、値上げ賃上げと上限を知らない費用の拡大状

況に苦慮の声。製造業と卸・小売業では、原材料等の値

上げやそれに伴う価格転嫁の要望が継続し、先月に引き

続き厳しい状況。サービス業では、改定された人件費の

増加に加え、広告宣伝費や手数料などの費用も上昇し、

収益悪化の原因となっている。 

「10月からまた最低賃金の引き上げが行われたが、学習塾は人件費が販管費のほとんどを占めるため、

営業利益に大きなダメージとなっている。最低賃金の引き上げを強いるのであれば、何かを購入する

ための助成金など間接的な支援ではなく、それに耐えうる直接的な支援を強く望む」（学習塾）「原材

料高騰が依然として続いているが、価格転嫁が難しい」（日本料理）「万博終了に伴い国内旅行は減少

し、海外旅行は徐々にではあるが回復してきている。しかし、クレジット会社から2026年1月から大

幅な手数料改定通知が来ており、旅行取扱手数料も減額になりそうで経営を圧迫しそうだ」（旅行） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

値上げと賃上げの波に揺れる１０月。収益改善を試みるも、コスト上昇のスピードが利益をのみ込む  

回答期間：令和7年10月20日～令和7年11月7日  調査対象：柏市内173業所及び組合にヒアリング、回答数75 

柏の景気情報（令和７年１０月の調査結果のポイント） 

 

 
 

全産業合計では、「柏の景気」が▲１７．３に対し、「ＣＣＩ－ＬＯＢＯ」が▲１８．９で、柏のほうがマイナス幅が

１．６ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種は、建設業、製造業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、卸小売

業、サービス業である。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

0.3
▲ 17.3 ±0.0 ▲ 16.6 ▲ 30.0 ▲ 18.1

▲ 18.9 ▲ 13.5 ▲ 21.0 ▲ 29.3 ▲ 10.0

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 16.0  20.0 ▲ 16.6 ▲ 30.0 ▲ 27.2

▲ 4.2 ▲ 9.1 ▲ 2.8 ▲ 15.1 5.3

採算DI  全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 21.3  6.6 ▲ 33.3 ▲ 35.0 ▲ 18.1

▲ 17.9 ▲ 12.2 ▲ 16.4 ▲ 25.8 ▲ 16.8

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 70.6 ▲ 80.0 ▲ 66.6 ▲ 80.0 ▲ 59.0

▲ 63.3 ▲ 65.5 ▲ 56.2 ▲ 68.4 ▲ 64.5

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 28.0  46.6  27.7 ±0.0  40.9

21.0 37.0 11.9 14.3 27.0

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 9.3 ±0.0 ▲ 5.5 ▲ 10.0 ▲ 18.1

▲ 12.8 ▲ 6.0 ▲ 14.5 ▲ 18.1 ▲ 11.9

今月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較
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 3 調査期間：2025年10月16日～22日 
 
調査対象：全国の326商工会議所が2,455企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（ 10 月速報） 
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全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
５月 ▲18.0 ▲ 13.8 ▲ 22.3 ▲ 23.7 ▲ 25.2 ▲  8.5 

６月 ▲16.8 ▲15.2 ▲ 18.6 ▲ 23.5 ▲ 22.4 ▲  8.5 

７月 ▲18.9 ▲12.3 ▲ 20.0 ▲ 18.7 ▲ 27.1 ▲  15.8 

８月 ▲18.8 ▲13.4 ▲ 19.7 ▲ 26.6 ▲ 27.0 ▲  11.6 

９月 ▲18.6 ▲10.2 ▲ 23.9 ▲ 24.8 ▲ 23.6 ▲  12.3 

１０月 ▲18.9 ▲13.5 ▲ 21.0 ▲ 24.2 ▲ 29.3 ▲  10.0 

見通し ▲16.9 ▲ 9.4 ▲ 18.2 ▲ 22.0 ▲ 24.0 ▲  12.7 
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令和7年

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11～1月 ( 10～12月 )

全産業 ▲ 22.3 ▲ 20.7 ▲ 15.7 ▲ 23.4 ▲ 14.4 ▲ 17.3 ▲ 9.3 ( △ 7.2 )

建  設 ▲ 28.5 △ 5.8 ▲ 20.0 ▲ 26.6 ▲ 35.7 ±0.0 ▲ 13.3 ( △ 28.5 )

製  造 ▲ 41.1 ▲ 29.4 ±0.0 ▲ 31.2 ▲ 25.0 ▲ 16.6 △ 5.5 ( △ 18.7 )

卸・小売 ▲ 33.3 ▲ 22.7 ▲ 33.3 ▲ 22.2 ▲ 10.0 ▲ 30.0 ▲ 30.0 ( ▲ 5.0 )

サービ ス △ 11.1 ▲ 33.3 ▲ 9.0 ▲ 13.3 △ 5.2 ▲ 18.1 ±0.0 ( ▲ 5.2 )

令和７年（２０２５年）１０月の動向
【業況について】

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

１０月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同じ）は、▲１７．３（前月水準▲１

４．４）となり、マイナス幅が２．９ポイント拡大した。

先行き見通し

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲９．３（前月水準

△７．２）となり、マイナス幅が１６．５ポイント拡大した。
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業況ＤＩ値（前年同月比）の推移
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■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の業況について
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令和7年

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11～1月 ( 10～12月 )

全産業 ▲ 11.9 ▲ 15.5 ▲ 14.2 ▲ 20.3 ▲ 17.3 ▲ 16.0 ▲ 5.3 ( △ 10.1 )

建  設 ▲ 28.5 ▲ 11.7 ▲ 13.3 ▲ 20.0 ▲ 21.4 △ 20.0 ±0.0 ( △ 21.4 )

製  造 ▲ 41.1 ▲ 35.2 ▲ 6.6 ▲ 18.7 ▲ 43.7 ▲ 16.6 △ 5.5 ( △ 18.7 )

卸・小売 ±0.0 ▲ 9.0 ▲ 33.3 ▲ 27.7 ▲ 5.0 ▲ 30.0 ▲ 15.0 ( △ 10.0 )

サービ ス △ 16.6 ▲ 9.5 ▲ 4.5 ▲ 13.3 ▲ 5.2 ▲ 27.2 ▲ 9.0 ( ▲ 5.2 )

先行き見通し

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「増加」の回答割合ー「減少」の回答割合

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲５．３（前月水準

          △１０．１）となり、マイナス幅が１５．４ポイント拡大した。

○

【売上について】

１０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１６．０（前月水準▲１７．

３）となり、マイナス幅１．３ポイント縮小した。

▲ 50.0

▲ 30.0

▲ 10.0

△ 10.0

△ 30.0

△ 50.0

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11～1月

ＤＩ値

月別

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

21%

42%

37%

9%

55%

36%
25%

20%55%

17%

50%

33%

40%

40%

20%
円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の売上について



令和7年

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11～1月 ( 10～12月 )

全産業 ▲ 23.8 ▲ 25.9 ▲ 22.8 ▲ 18.7 ▲ 24.6 ▲ 21.3 ▲ 12.0 ( ±0.0 )

建  設 ▲ 28.5 ▲ 35.2 ▲ 26.6 ▲ 20.0 ▲ 28.5 △ 6.6 ▲ 6.6 ( ±0.0 )

製  造 ▲ 58.8 ▲ 35.2 ▲ 13.3 ▲ 31.2 ▲ 43.7 ▲ 33.3 ▲ 11.1 ( ±0.0 )

卸・小売 ▲ 27.7 ▲ 18.1 ▲ 38.8 ▲ 16.6 ▲ 25.0 ▲ 35.0 ▲ 30.0 ( ±0.0 )

サービ ス △ 16.6 ▲ 19.0 ▲ 19.0 ▲ 6.6 ▲ 5.2 ▲ 18.1 ±0.0 ( ±0.0 )

１０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２１．３（前月水準▲２４．

６）となり、マイナス幅が３．３ポイント縮小した。

【採算について】

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１２．０（前月水

準△０．０）であり、マイナス幅が１２．０ポイント拡大する見通しである。

○

2.0

先行き見通し

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

○

▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

△ 20.0

△ 40.0

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11～1月

ＤＩ値

月別

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

13%

52%

35%

9%

64%

27%

15%

35%50%

5%

56%

39%

27%

53%

20%
円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の採算について



○

令和7年

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11～1月 ( 10～12月 )

全産業 ▲ 62.6 ▲ 63.6 ▲ 60.0 ▲ 65.6 ▲ 66.6 ▲ 70.6 ▲ 54.6 ( ▲ 56.5 )

建  設 ▲ 42.8 ▲ 35.2 ▲ 40.0 ▲ 73.3 ▲ 64.2 ▲ 80.0 ▲ 66.6 ( ▲ 64.2 )

製  造 ▲ 70.5 ▲ 70.5 ▲ 66.6 ▲ 62.5 ▲ 75.0 ▲ 66.6 ▲ 38.8 ( ▲ 56.2 )

卸・小売 ▲ 72.2 ▲ 72.2 ▲ 72.2 ▲ 72.2 ▲ 75.0 ▲ 80.0 ▲ 70.0 ( ▲ 65.0 )

サービ ス ▲ 61.1 ▲ 71.4 ▲ 59.0 ▲ 53.3 ▲ 52.6 ▲ 59.0 ▲ 45.4 ( ▲ 42.1 )

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲５４．６（前月水

準▲５６．５）となり、マイナス幅が１．９ポイント縮小する見通しである。

先行き見通し

【仕入単価について】
○ １０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲７０．６（前月水準▲６６．

６）となり、マイナス幅４．０ポイント拡大した。

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「下落」の回答割合ー「上昇」の回答割合

▲ 120.0

▲ 100.0

▲ 80.0

▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11～1月

ＤＩ値

月別

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

1%
27%

72%

4%

32%

64%

0%
20%

80%

0%

33%
67%

0%
20%

80%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の仕入単価について



○

令和7年

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11～1月 ( 10～12月 )

全産業 △ 19.4 △ 16.8 △ 14.2 △ 18.7 △ 14.4 △ 28.0 △ 29.3 ( △ 23.1 )

建  設 △ 50.0 △ 47.0 △ 46.6 △ 40.0 △ 35.7 △ 46.6 △ 53.3 ( △ 35.7 )

製  造 ±0.0 △ 17.6 △ 6.6 △ 12.5 △ 6.2 △ 27.7 △ 27.7 ( △ 18.7 )

卸・小売 △ 5.5 ▲ 4.5 ▲ 5.5 △ 5.5 △ 5.5 ±0.0 ±0.0 ( △ 15.0 )

サービ ス △ 27.7 △ 14.2 △ 13.6 △ 20.0 △ 15.7 △ 40.9 △ 40.9 ( △ 26.3 )

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、△２９．３（前月水

準△２３．１）となり、プラス幅６．２ポイント拡大する見通しである。

【従業員について】
○ １０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△２８．０（前月水準△１４．

４）となり、プラス幅が１３．６ポイント拡大した。

先行き見通し

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「過剰」の回答割合ー「不足」の回答割合

▲ 15.0

△ 5.0

△ 25.0

△ 45.0

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11～1月

ＤＩ値

月別

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

34%
61%

5%

45%
50%

5%
10%

80%

10%

33%

61%

6%

47%

53%

0%
円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の従業員について



令和７年

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11～1月 ( 10～12月 )

全産業 ▲ 13.4 ▲ 15.5 ▲ 10.0 ▲ 7.8 ▲ 10.1 ▲ 9.3 ▲ 10.6 ( ▲ 2.8 )

建  設 ▲ 14.2 ▲ 5.8 ▲ 13.3 ▲ 6.6 ▲ 21.4 ±0.0 ▲ 26.6 ( ±0.0 )

製  造 ▲ 41.1 ▲ 35.2 ▲ 20.0 ▲ 18.7 ▲ 25.0 ▲ 5.5 ±0.0 ( ▲ 6.2 )

卸・小売 ▲ 16.6 ▲ 16.6 ▲ 16.6 ±0.0 △ 5.0 ▲ 10.0 ▲ 15.0 ( ▲ 5.0 )

サービ ス △ 16.6 ▲ 9.5 △ 4.5 ▲ 6.6 ▲ 5.2 ▲ 18.1 ▲ 4.5 ( ±0.0 )

先行き見通し

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

【資金繰りについて】

１０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲９．３（前月水準▲１０．

１）となり、マイナス幅が０．８ポイント縮小した。

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１０．６（前月水

準▲２．８）となり、マイナス幅が７．８ポイント拡大する見通しである。

○

○

▲ 50.0

▲ 30.0

▲ 10.0

△ 10.0

△ 30.0

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11～1月

ＤＩ値

月別

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

8%

75%

17%
4%

73%

23%

10%

70%

20%

6%

83%

11%
14%

73%

13% 円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の資金繰りについて



【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

【資金繰りＤＩ】

【従業員ＤＩ】

【売上ＤＩ】

全国（ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ）との比較
【CCI－LOBOとは】

日本商工会議所が各地商工会議所のネットワークを活用し、地域や中小企業が「肌で感じる足元の 景況感」や「直面する経営課題」を

全国ベースで毎月調査し、その結果を集計・公表するものです

【業況ＤＩ】

柏▲ 17.3

全国▲ 18.9

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

好転悪化

柏 全国

柏▲ 16.0
全国▲ 4.2

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

増加減少

柏 全国

柏▲ 21.3
全国▲ 17.9

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

全産業
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製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

好転悪化

柏 全国

柏▲ 70.6
全国▲ 63.3

▲ 100.0 ▲ 80.0 ▲ 60.0 ▲ 40.0 ▲ 20.0 0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

下落上昇

柏 全国

柏 28.0 全国 21.0

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

不足過剰

柏 全国

柏▲ 9.3

全国▲ 12.8
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好転悪化
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業種別

【業種別】業界内トピックス



【業種別】業界内トピックス



質問Ａ

1 2 3 1 2 3
増加 不変 減少 増加 不変 減少

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
下落 不変 上昇 下落 不変 上昇

1 2 3 1 2 3
不足 適正 過剰 不足 適正 過剰

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ

       ＜業種別回収状況＞

44
39.5%
40.9%

回答数
43.4%
回収率調査産業 調査対象数

173
38

75全 産 業

46

建   設 15
18
20

製   造
卸  ・  小売
サ ー ビ  ス

※ＤＩ値と景気の概況

質問事項
回  答  欄

前年同月と比較した

今月の水準

今月の水準と比較した向こ

う3ヶ月の先行き見通し

45 22 48.9%

※ＤＩ値（景況判断指数）について

43.5%

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

ｅ.業況

0＞DI≧▲25

ａ.売上高（出荷高）

ｂ.採算

（経常利益ベース）

ｃ.仕入単価

ｄ.従業員

調査方法と調査票
下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で

「業界内のトピック」の記述回答。

▲25＞DI

DI値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。

ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割合が多いこと

を示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示

す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・

弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ ＝ （増加・好転などの回答割合） － （減少・悪化などの回答割合）

ｆ.資金繰り

業界内のトピック（記述式）

調査要領
回 答 期 間

柏市内１７３事業所及び組合にヒアリング

令和7年１０月２０日 ～ 令和７年１１月７日

調 査 対 象 

まあまあ 不振 極めて不振特に好調 好調


